





不登校 も含む 学校不適応 や、 いじめ の予防としてもきわめて有効な方法になる
と考える。一言、 つらい 嫌い 等を周囲に主張できることにより学校生活における重大
事態は回避できる可能性は高い。
本稿でとりあげる 主張性行動（ ） とは、社会的スキルのうち、対人関係
不安を低減させる働きをもつ対人行動で、その内容として相手に不快感を与えないようにし
つつ、意見を述べる、権利を主張する、依頼する、指示する、依頼を断るといった行動、と















）相川充・津村俊充編 社会的スキルと対人関係 誠信書房、 年、 頁。
）平木典子 自己カウンセリングとアサーションのすすめ 金子書房、 、 頁。
















な身体的接触を意味する ）。そしてこの 撫でる といった親密な身体的接触の意味内容を
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杉田峰康 交流分析 日本文化科学社、 年、 ページ及び白井幸子・中島美知子 死と闘う


















践技法 風間書房、 年、 頁及び、杉田峰康著 交流分










































表 ストロークを必要時求める の 優位型 と 優
位型 の平均点比較
表 ストロークを必要時求める の 優位型 と 優
位型 相互間の分散分析
表 他者から求められても気が済まないときは拒む の
優位型 と 優位型 平均点比較
表 他者からストロークを求められても気が済まないときは拒
































トロールされているとし、その説明として 経済 という概念を用いる。これは エコノ
）
） 優位グループ とは、 得点が 得点より高いグループ（ただし 点未満）とし、 点以上高い
場合は 非常に優位グループ とした。 優位グループ とは、 得点が 得点より高い（た










容が プラスストロークを与えるな プラスストロークを求めるな プラスストロークを









調査時期 年 月より 年 月
調査対象 筆者が担当する大阪府内 大学および兵庫県内 大学の教職課程関連科目を受
講する大学生 （ 年生以上、男子 、女子 ）名（回収率 ％）。学校不適応改善研究
資料にする旨を伝え、あくまでも任意回答のかたちで実施した。
















る、 分類、判読が困難なもの（ 、 、 、 、の内容が含まれていない）である。ま
た、表 は、その具体的な記述例である。
表 から ％の回答者が、その有効性を認める内容を記載しており、その内容においては
自身の を周囲にどの程度授与しているか 周囲からどの程度 を授受されている
か といった自分のストロークの出し入れの質を記述した内容が多かった。
親子の関係性（ストロークの質）と主張性行動の関連
表 から表 は親子の関係性の質（条件付きストローク）に関連した 項目をとりあげ、
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表 人間形成上主たる影響を与えた人
表 主たる教育的影響者が母親の場合の主張性行動
と関係（ストローク）の質
学校不適応予防としての 主張性行動 に関する一考察（佐野）
二点目は、友人との関係を考慮
した中での主張性行動の分析であ
る。質問項目の中に小学校から高
校までの友人関係の良好度を尋ね
る項目を設定しているが、この項
目と主張性行動の積極性の関連を
見ると（表 ）、統計的には有意
な差までは認められなかったが、
単純な平均値をみると、良好だっ
た場合とケースバイケースという点では、ケースバイケースに比し良好な場合において、主
張性行動の得点が高い。このような結果からも小・中・高校時代の友人関係の質も加味して
考察する必要があると考える。
本稿はあくまでも、親子関係の質を問うことにより、教育相談等の保護者面談等で有益な
情報の示唆を研究目的とするので、今後も親子関係の在り方と主張性行動の関連の分析を主
目的にするが、 友人関係の質 等の様々な変数も考慮して、主張性行動の積極的要因を考
察する必要があると考える。
表 友人関係と主張性の関連

